




















































































sion：旧計画局 Planning Commission）が策定する五カ年計画（Five Year Plan: FYP）を基
に実施されている。第一次五カ年計画はインド政府の強い後押しを受けて 1961年に作成
された。現在は 2008年より第十次五カ年計画の運用が行われている。




者会見場で第 4代国王ジグメ・センゲ・ワンチュック（Jigme Singye Wangchuck、在位




















ち、6,290万 Nu（全体予算の 62.3％）（1US$＝約 47Nu、2009年 12月現在）が道路整備
を中心とした公共事業に重点がおかれた。そのような状況の中で農業分野における支出は































は 55.7％ともっとも大きな産業であったが（RGOB FYP 1991）、80年代にはチュカ水力発
電所をはじめとした工業化が始まり、その割合は徐々に低下していった。1989年の GDP
に占める農業の割合は 33.0％、1997年には 30.9％までに減少したが、それでもなお最大
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出典：Royal Government of Bhutan, National Statistical Bureau（2008）

























































































































































































出典： FAO Statistical Yearbook Vol. 1. 2004, Statistical Yearbook of Bhutan 2007, Agriculture Statistics 2007 
















































































説明変数 係数 t値 P－値
耕地 0.95 9.14 0.00 
植樹園作物 0.32 4.27 0.00 
牧草地 －0.21 －3.29 0.00 
一人当たりの GDP
（99─02）
0.65 9.74 0.00 
温帯＝1 0.03 0.10 0.92 
熱帯＝1 －0.28 －0.83 0.41 
非乾燥帯＝1 －0.05 －0.16 0.87 
定数項 －0.59 －0.68 0.50 
観測数 149
重決定 R2 0.79 
補正 R2 0.78 
138
投入量、及び、作物の生産量は、ブータン農業省農業局が発行する Agricultural Statistics 
2007をもとにデータを収集し、各県の標高はブータン統計局が発行する Statistical 
















ブタクロール 5％粒剤 化学肥料 農薬
説明変数 係数 t値 P－値 係数 t値 P－値 係数 t値 P－値
標高 0.00 0.07 0.94 －0.01 －0.16 0.87 －0.43 －0.57 0.58 
イモ 0.00 2.40 0.04＊＊ 0.05 3.51 0.01＊＊＊ 0.08 0.57 0.58 
リンゴ 0.00 1.35 0.21 －0.03 －0.65 0.53 1.79 3.40 0.01＊＊＊
コメ 0.00 1.13 0.29 0.01 0.23 0.82 0.05 0.17 0.87 
コムギ 0.00 0.24 0.82 －0.02 －0.16 0.88 －1.10 －0.76 0.46 
オオムギ －0.01 －1.06 0.31 0.17 0.74 0.48 －0.96 －0.38 0.71 
トウモロ
コシ
0.00 －1.30 0.22 －0.02 －1.28 0.23 0.04 0.21 0.84 
トウガラ
シ
0.03 3.02 0.01＊＊ －0.01 －0.08 0.94 －1.29 －0.79 0.45 
マンダリ
ン
0.00 0.26 0.80 0.00 －0.24 0.82 －0.09 －0.77 0.46 
観測数 20 20 20
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